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たは対象とした疾患の病変に分布する動脈内に，選択／l勺

にMAAの注入を行なった．注入量は総頸動脈，気管支

動脈には100～250μci，その他の動脈には500～5，000μci

注入した．Serial　angioscanographyの方法は，動脈内に

MAA注入後毎口1回つつ，経時的にスキャンを行ない，

腫瘍に一致する陽性シンチグラムをうるまで，または

1～2週間スキャンをっづけた．甲状腺は非放射性ヨード

カリでブロックした．

　結果：判定は腫瘍範囲を明確に示す陽性シンチグラム

のえられたものはいうまでもないが，腫瘍上で明らかに

陽性シンチグラムがえられて，腫瘍の存在を示すものを

MAA　test（－Dとした．対象とした病変部位がMAAを

注入した範囲のバックグラウンドにほとんど同じで，腫

瘍の存在が否定された場合はMAA　tert（一）とした．

MAAの残存が不鮮明で，腫瘍の存否が断定できないも

のを判定不能とした．腫瘍性疾患では84例中66例が（－1－）

で79％の陽性率を示し，肺癌，肝癌がよく，胃癌，膵臓

癌は平均以下である，非腫瘍性疾患では21例巾16例が

（一）で76％の陰性率を示す．腫瘍性疾忠の陽性66例の陽

性化するまでの口数は直後21％，1円目，2日日が各29％，

3日目13．5％，4日日7．5％である．すなわち1～2口日が

大部分を占める．肺癌肝癌では早いものが多く，了宮癌

は1口目のものが一番多かった．

　手術または解剖により別出された腫瘍組織と了τ常糸1［織

とのlg当りのカウントをウエルタイプのシンチレー一シ

ョン・カウンターで測定して比較した．腫瘍は20－30倍

の高値を示し，逆に非腫瘍性組織は低い値を示した．
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　近時13ユ1－MAAは動注により腫瘍に撰択的に沈着する

という報告が散見されるのでわれわれも1311－MAAを150

～400μCi腫瘍の栄養血管に注入し以後経時的に迫跡し

た．使用したスキャンナーは2inch　crysta1のscanner

でhoney　coneおよびcylindrical　coneである．主として

行なった疾患は肺，肝（転移を含む），膵の腫瘍で他に少

数の脾，消化器系の腫瘍である．膵および消化器系の腫

瘍は腹腔動脈より入れたので腫瘍への沈着が少なくはっ

きりしたシンチグラムをえることができなかった．肺，

肝，脾，は直接栄養動脈に入れられるのでこの3種の臓

器の腫瘍への沈着を追跡した．肺腫瘍の場合腫瘍に直接

人るllll管とrl：．常部分にはいる且［1管とがカテーテルの先で

分岐していると1」il－MAAは両部分に入り，これを経時

的に追跡してみると腫瘍部分も正常部分も同じような割

合で減少し特に長期間1撞瘍にとどまっているとは思われ

ない．唯腫瘍への血管が正常部分に比して［／［i．管撮影写貞

上でも多いものはi311・MAAも多く人りシンチグラム上

描記できるのではないかと思われる．同様に肝腫瘍の場

合も腹腔動脈に入れるとほとんどが肝と脾に入り肝には

いったものも血管の多い腫瘍部分に多くはいる．脾、肝

を含めこれを追跡すると，むしろ脾のほうがよく描記で

き肝腫瘍部分はcylindrical　coneでようやく描記できる

程度の場合が多い．肝腫瘍部分は正常肝臓部分に比して

1［1［管が多いので当然多くはいり正常部分よりも長期間追

跡スキャンは可能であるがこれも脾臓と同じようにac－

tivityは減少し必ずしも常に長期間とどまっているとは

いいがたい．血管の多少と投与竜が関係するものと思わ

れるが今後さらに追試を百ねる予定である．
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　子宮頸癌の放射線治療にさいし，臨床的に非常に有効

なものとそうでないものがあるので，臨床的な立場から，

今回原発巣の試験照射（テレコバルト360°川心回転800

～1，000R）前後の32P　uptake，酸素分圧，　DNA量およ

び組織学的変化について検討し，次のような結果をえた．

　臨床的効果を肉限的，組織学的所見により，一応，呂：

効，有効，不良の3群に分けると，

　①32P　uptakeについて，著効群では試験照射後のTIC

の低下率は大きく，かつ治療開始後早期に低値をとる例

が多く，不艮群では照射後のT／Cの低下率は小さく，治

療終了間近になってようやく低値を示す例が多数見られ

た．有効群では著効群と同様，照射後のT／Cの低下率は

大きいものが多く，照射によるT／Cの変化は前2群の中

間的推移を示した．

　⑧酸素分圧測定の結果は，対照群の酸素分圧が平均

50．4に対し頸癌は21．2と高値を示しているのであるが，

照射前著効群の平均値21．4有効群21．3，不良群17．0のも

のが照射後それぞれ42．4、39．O，33．1と大部分の例で酸
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